
オントロジーを集めよう
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� はじめに

いまや、われわれの周りのほとんどのものが電子化
されて計算機に取り込まれている。ほとんどの人工物は
電子的な方法を通じて設計製造され、流通され、販売さ
れている '図 ()。ほとんどの情報も電子的な方法で資料
収集され、編集され、放送あるいは販売されている。そ
して、人間の活動そのものも、出生から学び遊び、働く
活動も電子的な方法で記録されている。つまり、おおか
れすくなかれわれわれの生活はすでに計算機にはいって
しまっている '図 *)。現在のところ、それほど連携して
いなく、孤立したものが多いが、この５年ぐらいにおい
てこれらの電子化された情報は急激に関係し合あうこと
と思われる。すでに多くの情報の標準化が進められてい
る。しかし、のこりの部分は混沌としている。

これは人工知能にとって格好の材料であると思われ
る。人工知能は主に記号の世界における処理を得意とし
てきた。しかし、いままでそのような記号の世界はトイ
ワールドのような人工的な設定以外ではみつけるのが困
難であった。なぜならば、そのような記号の世界は研究
者が自ら構築するしかなく、手法の有効性以前に結果的
に小さな世界しか対象にしえなかった。しかし、いま多

武田 英明 奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科
〒 �������� 生駒市高山町 ������
�	
 ���
��������� ��� ���
���������
���
� ���	������������������� ! "��!�##���$$$�������������� !#

図 (+ ,
������� �� -
!���	
�

図 *+ .��	 �� -
!���	
�



数の実環境を反映した記号の世界が構築されようとして
おり、まさによい実験環境を提供するはずである。

また、別の意味でも人工知能にとって重要な材料であ
る。それは記号化の行為そのものが人間の知的行為のひ
とつの重要な側面である。こうした電子化された世界は
暗黙のうちに様々な分野、視点での記号化のプロセスを
含んでいる。これを研究することはまさにわれわれの記
号化能力の研究となりうるであろう。

本稿で主張するのは実はこのような研究をするとい
うのではなく、このような研究を進めるための材料作り
をしようという提案である。すなわち、そのような記号
化された世界をオントロジーと捉え、さまざまな分野、
視点でのオントロジーを収集しようという提案である。
このプロジェクトの一義的な意味はさまざまなオントロ
ジーのリポジトリをつくり、利用したい人に提供するこ
とである。その上で形式化や推論の提案が自由になされ
るようにするべきである。

具体的なメリットとは例えばつぎのようなものであ
る。例えば、今自分の周囲をモデルか使用する時、我々
の周囲には多数の物品が存在する。これらは今まであれ
ば個別にモデル化されている。例えば、目の前のペンを
記述したいとおもったときどうしたらよいであろうか。
このペンはきっと製造元には-,/データがあるであろ
う、流通経路においては文具の何らかの分類に含められ
ているだろうし、会社の経理にはなんらかの品目として
登録されているだろう。あるいはこのペンの機能は（存
在すれば）文具の百科辞典に他との差異とともに記述さ
れいるだろう。たったひとつの物品でもこのような状態
である。ましてや部屋全体ではさらに混沌としているだ
ろう '図 0)。

このプロジェクトが狙うところはこのような状況に対
して糊のような情報、すなわち関連づけの情報を提供す
ることである。ただし、それは標準化といった一つの視
点からものではなく、必要とされる視点に対応するよう
な関連づけであり、一意的なものではない。

この提案の人工知能からみた理由は冒頭で述べたが、
社会に対してはべつの貢献があると思われる。上記のよ
うな知能の働きからの記号化の研究は、単に効率性から
定められがちな情報の標準化に新しい視点、人間からの
視点による情報の構造化の方法論を提供すると期待でき
る。これは人間を中心とした情報化においては重要な役
割を果たすと思われる。

� なにをするのか

本プロジェクトの目的は２つある。一つは広く社会
や研究コミュニティに世界の記号化を共有させることで
ある。局所的に利用されている世界の記号化の情報を収
集して、他の分野や視点の記号化と関連づけることによ

り、多様な利用を可能にする。二つめはオントロジーの
研究者のための研究資源として提供することである。こ
れは一つめの目的を実現するための機構を開発すること
でもある。
したがって、このプロジェクトが行なうべきことは

(� オントロジーの収集

*� オントロジーの整理

0� オントロジーの供給

である。このうち収集のフェーズにおいては、その形式
や内容に拘らず、広く収集を行なう。整理のフェーズ
では収集したオントロジーを相互に関連づける。この
フェーズにおいては、研究開発と並行して、実施する。
特に形式性の度合に則したオントロジー相互関係がこの
プロジェクト自身を遂行する上で必要とされる研究であ
る。そのような関連づけされたオントロジーを再び外部
へ提供する。

� オントロジー収集の方法論

オントロジーとは�概念化の仕様�であるといわれて
いる 1(2。ここでいう概念化とはどのように対象世界を
記号的に表すかとという方法である。もう少し詳細にい
えば、オントロジーは語彙とオントロジーのための理論
'
��
�
����� ��	

�)からなるといえる 1*2。語彙はどの
ような記号を用いて表現するかに対応し、オントロジー
のための理論とはこれらの記号の間の関係であり、対象
世界に存在するそれぞれの記号に対応する存在物間の関
係を規定する。このオントロジーのための理論をどの程
度の詳細度を考えるかによって、オントロジーのレベル
が分けることが可能である 132。例えば 142では

� レベル (：概念の切り出しと階層的記述

� レベル *：意味定義の明示化・形式化

� レベル 0：構築されたモデル実行に関わる計算論

と分けている。
このようなオントロジーは実はすでに多く存在する。

実際、なんらかの人間の活動が存在する分野において、
以下のいずれかの意味でのオントロジーが存在しない分
野はありえないと思われる。

(� 網羅的でない分類：カテゴリーとその関係が示され
るが、網羅的でもなくまた重複などもありうる分
類。例）料理の本の料理一覧、5��

のディレクト
リ。

*� 網羅的な分類：その分野を網羅するカテゴリー。
例）職業別電話帳の職業分類、商品分類
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0� 定 義 の あ る 分 類： さ ら に な
んらかの形で各カテゴリーに定義がなされているも
の。例）工業規格（7�"など）

8� 相互の関連のある記述：各カテゴリーあるいは概念
の振舞いがそれらの相互関連として記述されている
もの。例）教科書や教習本の概念

１ー３は分類であり、４は関係の記述が主であるの
で、上記の溝口の分類には必ずしも対応しないが、１と
２はレベル１であり、３はレベル３、３と４を組み合わ
せたものがレベル４に相当すると思われる。

これは当然、ある分野において唯一存在するもので
はなく、利用の目的からなどから多数存在すると思わ
れる。例えば、 (章で例題とした日常の物品であれば、
7�"における分類、製造会社における分類、流通経路に
おける分類など、類似しているが観点の異なる分類が存
在する。これらはどれが正しいというののではなく、ど
れも有用なものである。

対象分野としてはさまざまなものが考えられるが、複
数の視点が存在するものが興味深い。例えば先に挙げた
日常的物品のほかにも、産業・職業（各種産業統計、電
話帳など）、人間の活動（法律、企業モデリング、自然
言語など）など、すでに一定のオントロジー／分類をも
つ分野は多数あると思われる。

収集にあたっては、形式化の度合いなどによって排除
したり変形するのでなく、形式化や粒度が異なるオント
ロジーを広く受け入れるべきである。そのような非均質
性がオントロジーの多様性のひとつの現われだからであ
る。

� オントロジー整理の方法論

先に述べたようにひとつの対象に対して多くの関連
するオントロジーが存在しうる。これらの関係を発見し
て、利用可能にする統合化機構の開発が必要となる。先
に述べたように、ここで目指しているのは標準化のよう
な一意的な構造を作ることでない。むしろ多様な視点に
対して、その視点に則した関係を提示できるような機構
が必要である。この部分は研究トピックスであり、今後
の進展が期待される。例えば、これまで 192では多重オン
トロジーの研究があり、 182ではある異なるオントロジー
を併用してオントロジーを開発する仕組みが研究されて
いる。
ただし、先にも述べたように形式化のためにオントロ

ジーの多様性を阻害してはならない。すなわち、この統
合化機構においては、例えば形式性が少なければ弱く疎

%&� （例えば '�(の問題点はまさにこの立場が逆転している点であ
る。あるものをあるがままにみるのではなく、自らの形式化の都合を優
先させている。



な関係を形式性が強ければより強固で密な関係を見出す
ような、形式化の度合いに応じて異なる対応ができるよ
うにしなければならない。

� 実施体制

このプロジェクトは、その性格上大学等の研究者の個
人的研究や企業における一研究ではなく、産官学による
公共的プロジェクトとして実施する必要がある。また、
情報研究者に限らず多様な分野の人間が参加することが
必須であるので、活動の多くは研究者の自発的参加に追
うところが大きい思われるが、 �

���
��としての中核
部分は一定の人月をかけて構築すべきである。成果は当
然、広く公開すべきものである。

� 期待される研究成果

第一に、世界の記号化のインフラストラクチャとして
の役割が期待される。具体的な成果としては収集された
オントロジーそのものとその組み合わせを可能にする統
合化機構である。個々のオントロジーは特定の領域の特
定の視点による概念化に過ぎないが、統合化機構により
横断的、目的指向的に構成し直すことができるようにな
る。このため例えばモデル構築あるいは新しい標準化の
データなどの多様な利用が可能になる。例えばサーチな
どにおいて位置指向サーチ 1:2からさらに進んでもの指向
サーチなどが可能になるであろう。
また研究的側面としては、対象世界と思考の関係の基

礎データとして利用が期待される。例えば、人間の記号
化能力の実際的な研究などがこのデータを利用して可能
だと思われる。あるいは知識処理分野においては、知識
発見の基礎データなどに用いることが可能であると思わ
れる。

� おわりに

我々の住む世界そのものを計算機の中に実現するこ
とは人工知能研究者の夢の一つであった。それはいま現
実化しつつある。しかし、それは商業的利用の側面のみ
が協調され、歪んだ形での実現になりつつある。いまこ
そ、人工知能研究者が人間の立場、すなわち人間の思考
や行動の立場からコミットするべきであろう。これは人
工知能の研究を社会と結び付ける重要なチャンスである
と思われる。
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